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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀物を循環させる装置であって、穀物のための搬送スクリュ（１，１′）と、該搬送ス
クリュ（１，１′）を駆動する駆動ユニット（２）とを有し、該駆動ユニット（２）と前
記搬送スクリュ（１，１′）とがクラッチユニット（３）を介して互いに結合されている
形式のものにおいて、前記駆動ユニット（２）が載置体（９）と回動不能に結合されてお
り、該載置体（９）がその下方の載置面で前記搬送スクリュ（１，１′）の軸線に対し角
度を成しており、該載置体（９）が搬送スクリュ（１，１′）の搬送力に抵抗する面寸法
を有しており、該載置体（９）が少なくとも１つの、穀物内へ侵入する制動板（１２，２
２，２２′）を備えており、この場合、前記制動板（１２，２２，２２′）が回転する搬
送スクリュ（１，１′）の周方向力に抵抗する大きさの面を有しており、搬送スクリュ（
１，１′）が前記制動板（１２，２２，２２′）の侵入深さよりも大きな長さを有し、そ
の形と寸法とにおいて、最下位の貯蔵装置領域から最上位の貯蔵装置領域への穀物の循環
を可能にする設計を有していることを特徴とする、穀物を循環させる装置。
【請求項２】
　前記載置体（９）が鉢形であって任意の形状の載置面をもって構成され、前記載置体の
開放側が搬送スクリュ（１）とは反対に向けられている、請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記載置体（９）が鉢形であって任意の形状の載置面をもって構成され、前記載置体の
開放側が搬送スクリュ（１）に向けられている、請求項１記載の装置。
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【請求項４】
　前記載置体（９）が搬送された穀物のための充填室（１４）を備えており、該充填室（
１４）が搬送された穀物を穀物堆積体の上へ堆積させるために側方の押出し領域（１８）
を有しており、この場合、前記充填室（１４）の大きさと前記押出し領域（１８）の大き
さとが互いに調和させられ、前記充填室（１４）の内部で、搬送された穀物から発しかつ
搬送駆動に十分な圧力が当該装置に作用させられるようになっている、請求項１から３ま
でのいずれか１項記載の装置。
【請求項５】
　当該装置の駆動速度を調整するために前記充填室（１４）がその押出し領域（１８）の
範囲にて、押出し領域（１８）の開口横断面を「完全開放」から「閉鎖」までの範囲で調
節する装置を備えている、請求項４記載の装置。
【請求項６】
　搬送スクリュ（１′）が前記載置体（９）に対し調節可能な傾き角度を有し、前記載置
体（９）がその作業方向で見て前方領域にて、搬送スクリュ（１′）の鉛直な方向づけに
際して穀物堆積物から持上がるようになっている、請求項４記載の装置。
【請求項７】
　載置体（９）のために搬送スクリュ（１′）が駆動ユニット（２′）に向かって増大す
るピッチを有している、請求項４記載の装置。
【請求項８】
　前記載置体（９）がクラッチユニット（２６）を有し、該クラッチユニット（２６）で
複数の装置が作業領域を拡大するフォーメーションにまとめられている、請求項４記載の
装置。
【請求項９】
　前記載置体（９）が搬送された穀物の温度を検出する温度センサ（２７）を有し、該温
度センサ（２７）が当該装置の搬送速度を調整する調節装置と接続されている、請求項４
記載の装置。
【請求項１０】
　搬送スクリュ（１，１′）が軸方向の案内通路（４）と半径方向の出口開口（５）を有
し、前記案内通路（４）が空気又は液体供給装置（７）と接続されている、請求項１又は
４記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は請求項１の上位概念部に記した装置に関する。このような装置は穀物農業の分
野にて、特に穀物を乾燥する場合及び／又は貯蔵する場合に使用される。
【０００２】
　収穫されたばかりの穀物は無害の貯蔵を許さない含湿度を有している。湿った穀物は次
第に生長する熱巣を形成する。この熱巣によって穀物は危害を受ける。さらにそこでは穀
物の危害を増大させる害虫が急速に発生する。したがって収穫されたばかりの穀物は本来
の貯蔵を実施する前に十分に乾燥されなければならず、これは通常は乾燥サイロにて行な
われる。この場合には収穫されたばかりの穀物は連続的に又は周期的に上から乾燥サイロ
に供給されるのに対し、乾燥した、熱い空気が下から乾燥サイロ内へ吹込まれる。乾燥し
た空気は穀物から所定量の水分を奪い、排気として乾燥サイロの上部領域から排出される
。乾燥プロセスを促進させるためには、穀物は常時循環させられかつ混合される。このた
めには一般的には乾燥サイロの上部領域に支承された、回転する循環装置が公知である。
この循環装置は、並べて配置された、複数の駆動された搬送スクリュを備えている。これ
らの搬送スクリュは堆積させられた穀物内へ係合し、穀物を下から上に向かって循環させ
る。循環装置の循環運動と個々の搬送スクリュの半径方向の位置変化とによって、搬送ス
クリュは堆積させられた穀物の全領域に対し働く。十分な乾燥プロセスのあとで穀物は貯
蔵のために相応する円形の貯蔵サイロに又は扁平な貯蔵ホールにもたらされ、そこでも引
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続き連続的に送気されかつ／又は循環されなければならない。これは熱巣の発生の阻止を
目的としている。
【０００３】
　円形の貯蔵サイロのための相応する穀物循環貯蔵装置は例えばＤＥ－ＯＳ２７２１７８
２号明細書に記載されている。この穀物循環貯蔵装置は、貯蔵サイロの中央に配置され、
貯蔵サイロと不動に結合され、主として搬送シリンダと駆動された搬送スクリュとから成
っている。貯蔵された穀物は円錐形の底を介し搬送スクリュの領域に滑落し、搬送スクリ
ュにより搬送シリンダを通って貯蔵サイロの上部領域に搬送され、堆積させられた穀物の
上に再び積上げられる。これによって循環する搬送運動が発生する。この穀物循環貯蔵装
置は貯蔵サイロの不動の構成部分として構成され、したがってこの１つの使用形態のため
だけに構成されている。扁平な貯蔵ホールにて使用することは作用領域が限られているた
めに完全に排除されている。これはこの穀物循環貯蔵装置の使用領域をきわめて制限する
。この穀物循環貯蔵装置は必要な搬送シリンダに基づき構成費用が高くかつ製造費用が高
い。
【０００４】
　通常は穀物は乾燥後、面積の大きい貯蔵ホールにもたらされる。そこで穀物は平らに振
撒かれる。ここでは循環は通常、人による層換えによって行なわれるが、これは身体的に
きつく、多くの作業力を必要とする。又、穀物を循環させるために困難な積換え技術を使
用することも公知であるが、これはどこにでも存在するものではなく、そのうえきわめて
高価である。ＤＥ３５００８８１Ａ１号明細書によれば貯蔵装置において穀物を掘返しか
つ解すためのボーリングスクリュが公知である。このボーリングスクリュは主として手持
ボーリング機械と該手持ボーリング機械に緊締された搬送スクリュとから成っている。こ
の場合、搬送スクリュは振撒かれた穀物の高さに相当する長さを有している。サイロ底に
対しボーリングスクリュを支えるためには搬送スクリュの先端は球を備えている。このボ
ーリングスクリュは円形の貯蔵サイロでも扁平な貯蔵ホールでも使用することができるが
、特に扁平な貯蔵ホールにおける効果は比較的に低い。したがって運転中にボーリングス
クリュを作業位置に保持しかつボーリングスクリュを場所的に移動させるためには、穀物
内で回転する搬送スクリュの抵抗を克服するためにかなりの体力を費さなければならない
。このためにこのボーリングスクリュはきわめて短い時間に亘って作動することしかでき
ず、扁平な貯蔵ホールにおける使用は実質的には排除されている。
　ＵＳ－Ａ４４９１４２２号明細書においては下方の貯蔵装置領域から上方の貯蔵装置領
域へ穀物を循環させる類似した装置が公知である。この装置は同じ構造で、慣性力及び搬
送力に抗して作用しかつ当該装置が穀物内に沈降することを阻止する付加的なブレーキプ
レートを備えている。
　ＵＳ－Ａ５９８０１００号明細書においては液体を取扱う装置、例えば廃水を混合又は
給気する装置が記載されている。この装置はスクリュホイールと該スクリュホイールのた
めの駆動ユニットから成っている。駆動ユニットとスクリュホイールはクラッチユニット
を介して互いに結合されている。この装置は廃水にスクリュホイールの領域で渦流を与え
かつ特別な使用形態で導管を介して大気を水に供給することを目的としている。
【０００５】
　本発明の課題は穀物を循環させる装置を改良して、時間的に制限されることなく使用で
き、循環のために手力が必要でなくなるようにすることである。
【０００６】
　この課題は請求項１の特徴部の構成によって解決された。当該装置の有利な構成は従属
請求項２から１２までに記載されている。
【０００７】
　両方の実施形態を有する新しい当該装置は、公知技術の前途の欠点を排除する。この場
合、当該装置の特別な利点は当該装置が穀物によって保持されることである。これにより
定置である当該装置は、さもないと必要である乾燥又は貯蔵サイロとの結合又は支持をす
べて必要としなくなる。これは定置である当該装置をサイロの形式とは無関係にし、ひい
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てはその使用領域を拡大する。定置の、穀物により保持された当該装置は当該装置を保持
しかつ誘導しなければならない常備の作業員も必要としなくなる。これは取扱いを著しく
簡易化する。使用領域は当該装置が可動な装置として構成されることにより一層拡大され
る。これにより当該装置は大きな面積で構成された穀物堆積体、例えば穀物の扁平貯蔵装
置における穀物堆積体に対しても使用できるようになる。この場合には可動な装置は充填
室内で発生する、搬送する穀物の堰止め圧により駆動される。これにより当該装置を移動
させるための機械的な駆動ユニットは不要になる。特に有利であることは可動な当該装置
の充填室が容易に閉鎖可能であり、したがって可動な当該装置が定置の運転でも使用でき
ることである。これは同様に当該装置の使用領域を拡大する。
【０００８】
　以下、本発明を２つの実施例に基づき詳細に説明する。
図１は上に向かって開いた載置体を備えた定置の装置の側面図。
図２は図１の平面図。
図３は下に向かって開いた載置体を備えた定置の装置の側面図。
図４は閉じた、中空形の載置体を備えた定置の装置の側面図。
図５は板状の載置体を備えた定置の装置の側面図。
図６は可動な装置の側面図。
図７は可動な装置の他の側面図。
図８は可動な装置の平面図。
図９は特殊な搬送スクリュを有する可動な装置の側面図。
【０００９】
　図１から図５までに示された穀物を循環させるための定置の装置は主軸線の領域にて搬
送スクリュ１と該搬送スクリュ１のための駆動ユニット２とから構成されている。搬送ス
クリュ１と駆動ユニット２はクラッチユニット３によって解離可能に互いに結合されてい
るので使用形態に応じて、選択された長さの搬送スクリュ１を使用することができる。搬
送スクリュ１は有利には、供給ホース６を介して空気又は液体供給ユニット７に接続され
た複数の半径方向の出口開口５を有する内部の案内通路４を有している。駆動ユニット２
は有利には電気的に運転されかつ固定エレメント８を介して載置体９に不動に結合されて
いる。
【００１０】
　図１と図２とによれば載置体９は鉢形に構成され、したがって底板１０と周壁１１とを
有している。この場合、底板１０は円形、四角形又は流線形に構成されていることができ
る。鉢形の載置体９の開放側は上にある。底板１０は搬送スクリュ１の軸線に対し直角に
位置し、搬送スクリュ１の搬送力に合わせられた大きさを有している。その際、底板１０
の大きさは載置体９の支持力が当該装置を穀物の上面に保持するように選択されている。
鉢形の載置体９の開放側が上方へ向けられていることに基づき駆動ユニット２は載置体９
内に配置されかつ底板１０に固定されている。
【００１１】
　底板１０はさらに、搬送スクリュ１の軸線に対して平行に配置されかつ搬送スクリュ１
の軸線に対し半径方向に方向づけされた制動板１２を有している。この場合、制動板１２
の大きさは搬送スクリュ１におけるトルクの大きさに合わせられている。制動板１２は有
利には高さ調節可能にかつ異なる位置で固定可能に底板１０に配置されている。これによ
り搬送スクリュ１におけるトルクの大きさに関連して制動板１２は調節されることができ
る。
【００１２】
　図３には図１と図２に示された装置と同じ装置が同様に鉢形に構成された載置体９と共
に示されているが、載置体９の開放側は下方へ向けられている。この場合にも制動板１２
は移動可能でかつ固定可能に構成されている。
【００１３】
　図４には穀物を循環させる装置であって、同様に搬送スクリュ１と駆動ユニット２と載
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置体９とから成る装置が示されている。この場合、載置体９は閉じた中空体として構成さ
れている。中空体の内部に閉じ込められた空気の付加的に作用する揚力によって載置体９
は半径方向の寸法に関して比較的に小さく構成することができる。制動板１２は中空形状
の載置体９の下側に固定的に固定されている。有利には制動板１２は載置体９に有利には
溶接されている。
【００１４】
　図５によれば穀物を循環させるための装置の載置体は板状に構成されている。この載置
体９の下面には同様に制動板１２が溶接されている。
【００１５】
　穀物を循環させるための装置の定置の実施例の作用形式は比較的に簡単で、図１から図
５から容易に理解されるものと確信する。
【００１６】
　当該装置は搬送スクリュ１で水平に穀物の上に載置される。この場合、搬送スクリュ１
の自由端部は穀物に接触させられる。次いで駆動ユニット２がスイッチオンされ、搬送ス
クリュ１が穀物内へ突入する。その際、搬送スクリュ１は垂直に位置しようとする。穀物
への突入は載置体９が穀物に全面的に支持されると終了する。いまや、搬送スクリュ１の
螺旋通路内にある穀物が螺旋通路に沿って上方へ押され、穀物の表面に載置されることで
穀物の搬送が開始される。その際、常に最下位の螺旋通路だけにて新しい穀物が受取られ
る。何故ならば上方の螺旋通路においてはさらなる穀物を受取る空間は存在しないからで
ある。これによって常に最下位の穀物が上面に搬送され、中間層は最下位に形成された空
間へ滑り落るにすぎない。穀物が下部にて取出されかつ上部にて戻されること並びに搬送
されない穀物が滑落することによって堆積した穀物の内部においては温度の高い穀物が上
へかつ温度の低い穀物が下へ移動する循環が発生する。当該装置には半径方向の力は作用
しないので稼働中当該装置は常に同一場所に留まり、かつその静止位置にも留まる。何故
ならば搬送スクリュ１の回転する運動から発生する周方向力は穀物内に突入した制動板１
２より吸収されるからである。すなわち、搬送スクリュ１だけが回転し、当該装置は使用
場所に留まる。特別な形式でこの循環プロセスにて熱いか又は冷い空気又は液体を空気又
は液体供給ユニット７から供給ホース６、案内通路４及び半径方向の出口開口５を介して
付与されることもできる。空気の供給によって穀物は付加的に乾燥されるか冷却されかつ
適当な液体で、穀物内にある害虫が克服されるか又は例えば飼料穀物の耐腐食性が改善さ
れる。
【００１７】
　図６から図９までに示された穀物を循環させるための可動な装置は、特に扁平貯蔵装置
に適し、底側の載置板１３と既に第１実施例から公知である搬送スクリュ１′とから成っ
ている。この搬送スクリュ１′は底側の載置板１３の中心を通って延び、載置板１３に対
して垂直に方向づけられるか又は載置板１３が前方領域にて、垂直方向を求める搬送スク
リュ１′によって起立するような傾きが載置板１３に対し与えられて方向づけられている
。前記傾きは調節可能であることができる。底側の載置板１３は開放した台形の面セグメ
ントを有する円形の面を有している。底側の載置板１３の開放した面セグメントの上側に
は充填室１４が構成されている。この充填室１４は底側の載置板１３の開放した台形の面
セグメントに相応するプリズム形の形状を有している。充填室１４は１つの端壁１５と２
つの側壁１６，１６′と天井側の載置板１７とによって制限されている。この場合、端壁
１５と側壁１６，１６′はいずれも底側の載置板１３に対し垂直に方向づけられ、天井側
の載置板１７は底側の載置板１３に対し平行に方向づけられている。充填室１４は、端壁
１５に向き合って、天井側の載置板１７によって覆われかつ側壁１６，１６′により制限
されて、水平方向に開放する押出し領域１８を形成する。この場合、側壁１６，１６′は
、端壁１５とは反対でかつ押出し領域１８に向いた側で、垂直な旋回中心軸を中心として
旋回可能に構成されている。これにより側壁１６，１６′は定置の領域と旋回可能な領域
１９，１９′とに分けられる。互いに接近させられた位置で側壁１６，１６′の旋回可能
な領域１９，１９′は最小の押出し領域１８を開放しかつ互いに離反させられた位置で側
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壁１６，１６′の旋回可能な領域１９，１９′は最大の押出し領域１８を開放する。この
場合、一方又は両方の旋回可能な領域１９，１９′は充填室１４を閉鎖するように構成さ
れていることができる。これにより穀物の押出しは阻止され、装置の駆動は循環中に中断
される。側壁１６，１６′の旋回可能な領域１９，１９′にはそれぞれ１つの、水平でか
つ底側の載置板１３のすぐ上側に配置された補助載置体２０，２０′が固定されている。
この補助載置体２０，２０′はそれぞれ、側壁１６，１６′の旋回可能な領域１９，１９
′が互いに旋回させられ、充填室１４と押出し領域１８が縮小されるか又は閉鎖されると
ただちに、充填室１４を下方へ閉鎖する大きさと形とを有している。底側の載置体１３に
おける開放した面セグメントと天井側の載置体１７とはいずれも最大充填容積に合わせら
れた大きさを有している。
【００１８】
　専門家は底側の載置板１３と天井側の載置体１７とを定置の装置の載置体９に倣って構
成しかつその内部に駆動に必要な充填室を統合することも可能である。さらに底側の載置
体１３は片側に曲げ出された案内プレート２１を有している。この場合、この案内プレー
ト２１は当該装置の作業方向に対し平行に方向づけられている。この場合、案内プレート
２１の大きさと方向づけは案内プレート２１がすでに積上げられた穀物に支えられ得るよ
うに設計されている。案内プレート２１の大きさ、形状及び曲げ角は適当に調和させられ
ている。その際、専門家は単数又は複数の付加的な案内プレート２１を設けることができ
る。
【００１９】
　２つの高さ調節可能な制動板２２，２２′が底側の載置板１３を貫いている。これらの
制動板２２，２２′はそれぞれ横方向で充填室１４の外側に取付けられ、当該装置の回転
阻止に適合させられた大きさと形を有している。制動板２２，２２′の高さ調節は互いに
無関係に手で行なうか又は所定のパラメータに基づき自動的にモータで行なうことができ
る。充填室１４の内部においては、押出し領域１８を中央で分けて、天井側の載置板１７
に穀物内に侵入する後方の制御装置２３が固定されている。この制御装置は垂直な回転軸
を中心に旋回可能である。後方の制御装置２３の有効面の大きさは当該装置の制御に適合
させられている。後方の制御装置２３と同じ線上にかつ該制御装置２３と向き合って、底
側の載置板１３の下側には、同様に穀物内に侵入する前方の制御装置２４が取付けられて
いる。この制御装置２４も同様に垂直な回転軸線を中心として旋回可能である。前方の制
御装置の有効面の大きさは後方の制御装置２３の有効面の大きさにほぼ相応している。前
方の制御装置２４も後方の制御装置２３も方向制御に使用され、互いに無関係に手で又は
所定のパラメータに基づき自動的にモータで調節されることができる。制動板２２，２２
′の使用と後方の制御装置２３並びに前方の制御装置２４の使用は選択可能である。
【００２０】
　搬送スクリュ１′は回動不能に駆動ユニット２′に結合されている。この場合、駆動ユ
ニット２′は受容部２５を介して天井側の載置板１７に固定されている。駆動ユニット２
′は電気エネルギで駆動可能であるか又は燃焼機関として構成されていることができる。
出力側では回転数はほぼ２５０から７５０ｍｉｎ－１である。
【００２１】
　搬送スクリュ１′は市販されているものであり、約５０から１００ｍｍまでのスクリュ
直径を有している。搬送スクリュ１′の直径並びにリードも、搬送スクリュ１′の回転も
、搬送しようとする穀物の量に合わせられることができる。搬送スクリュ１′の長さも同
様に可変で、約１０００と４０００ｍｍとの間である。この場合、搬送スクリュの下方端
部は穀物の堆積体内へ突入する。図１から５までの定置の当該装置に準拠して搬送スクリ
ュ１′は同様に中空軸として構成され、空気又は液体供給ユニット７と接続されているこ
とができる。
【００２２】
　図６によれば搬送スクリュ１′は充填室１４の領域に、偏心的に固定された重錘を有し
、搬送スクリュ１′の回転数で搬送スクリュ１′は付加的にトランスレータ的なパルスを
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生ぜしめる。この場合には適当なアンバランス２８が搬送スクリュ１′の上に、トランス
レータ的なパルスが端壁１５に対しても押出し領域１８に対しても垂直に作用するように
固定されている。図９においては駆動側に向かって連続的に増大するリードを有する搬送
スクリュ１′が紹介されている。これにより、スクリュ歯面の間には駆動ユニット２′に
向かって大きくなる異なる搬送室が形成される。この結果、穀物は下方の領域からだけで
はなく、搬送スクリュ１′を取巻く堆積穀物のすべての高さ層から搬送スクリュ１′によ
り受取られる。搬送スクリュ１′の全長に亘って穀物が取出されることによって搬送スク
リュ１′に穀物により作用する側方の抵抗は減じられる。これは搬送スクリュ１′に対し
、穀物内の搬送運動を容易にする。当該装置は有利には天井側の載置板１７の領域に側方
及び前方及び後方のクラッチユニット２６を備えている。これらのクラッチユニット２６
は適当なスペーサで複数の可動な当該装置の連結を可能にする。これによって穀物のより
大きな面を捉えるフォーメーションが複数の当該装置から構成される。このようなフォー
メーションは例えば並べて配置され、そのうえ互いに小さい間隔をおいて方位づけられた
当該装置の２つ又は３つ以上の列から成っていることができる。この場合、フォーメーシ
ョンの方向変化は外に位置する単数又は複数の当該装置の搬送スクリュ１′の搬送力、ひ
いては駆動装置が遮断されるか又は減退されるように制御されることができる。これによ
って遮断された又は絞られた当該装置は当該装置のフォーメーション全体の旋回軸となる
。
【００２３】
　可動な装置はそのうえその後方の領域に温度センサを備えている。この温度センサは放
出された穀物の温度を測定し、それに応じて適当な制御エレメントを介して当該装置の駆
動速度を決定する。搬送された穀物が高い温度を有していると、駆動速度が落され、搬送
された穀物の温度が低いと、駆動速度が高められる。これにより熱巣は効果的に処理され
ることができる。
【００２４】
　以下、穀物で充たされた扁平貯蔵装置にて熱巣を排除する際に非連続的に運転される可
動な当該装置の作用形式について記述する。このためには当該装置は、穀物表面の１から
２メートルの深さに熱巣が存在するあらかじめ検出された個所にて、穀物表面の上にもた
らされる。この場合には当該装置はそれ自体搬送され、搬送スクリュ１′はその長さに基
づき別個に搬送されると有利である。そのあとで搬送スクリュ１′の上端は駆動ユニット
２′の出力側と回動不能に結合されかつ穀物の上に平面的に載置させられる。次いで駆動
ユニット２′のスイッチが入れられ、これにより搬送スクリュ１′は自動的に穀物内へ侵
入し、その際、水平な位置から垂直な位置へ下降させられる。搬送スクリュ１′の回転数
、直径及びリードに応じて穀物を充填室１４内へ搬送する。充填室１４内に最大充填容量
が達成されると、相応の充填圧が発生する。この充填圧は端壁１５と側壁１６，１６′に
支えられて押出し領域１８の方向に放圧される。したがって更なる搬送によって穀物は押
出し領域１８から押出される。充填室１４から押出し領域１８の方向に穀物が流出するこ
とで、充填室１４の端壁に作用しかつ当該装置全体を作業方向に移動させる反対方向の力
も発生する。これにより当該装置は、穀物に載った状態で、作業方向に移動させられる。
この場合には同時に、熱巣の領域から搬送された穀物は充填室１４から押出され、形成さ
れつつある穀物堆積体の上に積上げられる。搬送スクリュ１′の長さに基づき搬送スクリ
ュ１′及び駆動ユニット２′自体はパルス状の振動を当該装置内へ導入する。この振動は
作業方向での当該装置の運動を促進させる。当該装置の運動方向は、制御装置２３と２４
とに加えて、作業員により、一方又は他方の方向に移動又は回動させることでコントロー
ルすることができる。
【００２５】
　しかし、可動な装置は穀物で充たされた扁平貯蔵装置にて連続的な運転で、搬送プロセ
スの間に穀物を混合するために使用することもできる。このためには当該装置は作業員に
より、第１の通過に際し、放出された穀物が直線的でかつ貯蔵面の中央に方向づけられた
堆積体を形成するように方向づけられる。次いで当該装置はその案内板２１が堆積された
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穀物に接触するように方向づけられる。以後の循環で当該装置は案内板２１で案内板２１
に向かうトルクを利用して最後に形成された穀物堆積体に支えられ、放出された堆積体に
沿って案内される。各作業区間の終りにて作業員により当該装置は反対方向に置換えられ
る。したがって連続的に貯蔵ホールの全貯蔵面が処理される。
【００２６】
　可動な当該装置の連続的な運転は自動的に実現することもできる。このためには当該装
置は適当な発信器、センサ及び調節駆動装置を備え、調整されたデータ処理機と接続され
ていることができる。当該装置は適当な時間的な間隔でその現今の空間的なＸ座標値、Ｙ
座標値及び場合によってはＺ座標値をデータ処理機に送信する。このデータ処理機は前記
座標値を適当なプログラムで処理する。次いでデータ処理機は再び当該装置にパラメータ
を送信し、該パラメータで例えば制動板２２，２２′、後方の制御装置２３及び／又は前
方の制御装置２４が調節される。本発明による装置の自動的な運転は、適当に装備された
センサが穀物堆積体内の熱巣を検出し、該熱巣のＸ、Ｙ及びＺ座標値をデータ処理機に送
信し、そのあとでデータ処理機が当該装置を扁平貯蔵装置を通して熱巣に導くように好適
化可能である。熱巣を検出するセンサは温度測定センサ、密度測定センサ、酸素含有量セ
ンサ又は炭素含有量センサであることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】上に向かって開いた載置体を備えた定置の装置の側面図。
【図２】図１の平面図。
【図３】下に向かって開いた載置体を備えた定置の装置の側面図。
【図４】閉じた、中空形の載置体を備えた定置の装置の側面図。
【図５】板状の載置体を備えた定置の装置の側面図。
【図６】可動な装置の側面図。
【図７】可動な装置の他の側面図。
【図８】可動な装置の平面図。
【図９】特殊な搬送スクリュを有する可動な装置の側面図。
【符号の説明】
【００２８】
　１　搬送スクリュ、　２　駆動ユニット、　３　クラッチユニット、　４　案内通路、
　５　半径方向の出口開口、　６　供給ホース、　７　空気又は液体供給装置、　８　固
定エレメント、　９　載置体、　１０　底板、　１１　壁、　１２　制動板、　１３　底
側の載置体、　１４　充填室、　１５　端壁、　１６　側壁、　１７　天井側の載置体、
　１８　充填室の押出し領域、　１９　側壁の旋回可能な部分、　２０　側壁の旋回可能
な部分の補助載置体、　２１　案内板、　２２　制動板、　２３　後方の制御装置、　２
４　前方の制御装置、　２５　駆動ユニットの受容部、　２６　クラッチユニット、　２
７　温度センサ、　２８　アンバランス重錘
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